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早
春
の
候
、春
の
温
か
い
日
差
し
が
気
持
ち
の
い
い
季
節
に
な

り
ま
し
た
。皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。日
頃
は
、私
の
県
議
会
活
動
に
対
し
ま
し

て
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

 

今
年
の
冬
は
、記
録
的
な
暖
冬
や
少
雪
の
影
響
で
、観
光
・
除

雪
業
者
な
ど
の
売
り
上
げ
が
減
少
し
、資
金
繰
り
へ
の
影
響
が

懸
念
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、県
は
一
社
あ
た
り
貸
付
限
度
額
五
、

〇
〇
〇
万
円
の
低
利
融
資
を
令
和
二
年
一
月
一
六
日
よ
り
開

始
し
ま
し
た
。吉
村
美
栄
子
知
事
は
、「
暖
冬
や
少
雪
に
よ
る
県

内
中
小
企
業
者
へ
の
影
響
の
把
握
に
努
め
な
が
ら
、し
っ
か
り
と

対
応
し
て
い
き
た
い
」と
述
べ
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
へ
の
注
意
喚
起
の
な

か
、県
政
ク
ラ
ブ
は
二
月
二
八
日
に
、「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
策
本
部
」を
設
置
。料
理
飲
食
業
生

活
衛
生
同
業
組
合
や
山
形
市
内
の
学
童
保
育
所

な
ど
を
調
査
し
て
、日
々
拡
大
し
て
い
る
深
刻
な

状
況
や
医
療
現
場
の
懸
念
を
吉
村
美
栄
子
知
事

に
迅
速
に
伝
え
、要
望
活
動
を
展
開
。県
は
、一
日

あ
た
り
の
最
大
検
査
数
を
最
大
六
〇
検
体
か
ら

三
月
中
に
最
大
八
〇
検
体
に
増
や
す
こ
と
。そ
し

て
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
経
営
に

支
障
を
き
た
し
て
い
る
中
小
企
業
な
ど
へ
の
貸
付

限
度
額
五
、〇
〇
〇
万
円
の
無
利
子
融
資
を
三
月

一
六
日
よ
り
始
め
ま
し
た
。「
県
と
し
て
何
が
出
来

る
の
か
、何
が
必
要
な
の
か
」を
、調
査
に
走
り
な
が

ら
現
場
の
状
況
を
把
握
し
対
応
し
て
い
き
す
。

　
二
月
定
例
会
で
は
、令
和
二
年
度
一
般
会
計

当
初
予
算
六
、一
三
三
億
六
、四
〇
〇
万
円
が
可

決
し
ま
し
た
。こ
の
当
初
予
算
に
は
、酒
田
港
の
整

備
な
ど
／
六
億
二
、六
三
四
・
七
万
円
な
ど
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
。こ
の
予
算
に
対
し
て
吉
村
美
栄
子

知
事
は
、「
県
の
発
展
に
向
け
、未
来
の
世
代
が
幸
せ
に
暮
ら
し

て
い
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
」と
語
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も「
是
を
是
と
し
、非
を
非
と
す
る
こ
と
」を
基
本

と
し
て
、急
ぐ
も
の
に
は
全
力
で
走
り
、時
間
が
必
要
な
も
の
に

は
、じ
っ
く
り
と
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。今
後
も
ご
指
導

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
一
日
も
早
く
収
束
を
迎
え
る
た
め
に
、施
策
提

言
を
継
続
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

1.

令和元年12月24日（火）、
長崎県五島市にて、海洋再生可能

エネルギー発電設備の整備に関する法律
（再エネ海域利用法）について現地調査。
その長崎県五島市は12月27日（金）、

経済産業省より
海洋再生可能エネルギー発電設備整備
促進区域（促進区域）に指定されました。

吉村美栄子知事が提唱する
「卒原発」社会の実現に向けて、
私も全力を尽くしたいと思います。

令和元年12月19日（木）、
酒田市上野曽根から安田地内の

「安田バイパス」早期開通を望む要望書を
吉村美栄子知事並びに県土整備部長に提出。

平成30年度に用地買収が完了し、
令和元年度に遺跡調査が終了しています。

一日も早い開通を要望いたしました。

令和2年1月17日（金）、
重要港湾である「酒田港」の利用促進を
図るために、“プロスパーポートさかた”
ポートセールス協議会と県が主催の

「酒田港ポートセミナー in東京」に出席。
吉村美栄子知事と矢口明子酒田市副市長

のご挨拶の後、事例発表として
酒田港を利用することによる

陸送コストの低減などの紹介がありました。

庄　 内　 の　 声、　 県　 へ　 国　 へ　 ボ　 ト　 ム　 ア　 ッ　 プ

石黒さとる
希望への懸橋

県 政 報 告

庄内一丸、
知恵と力で
世界へ発進

皆様のご意見、ご要望をお気軽にお聞かせください。
皆様からいただいた県政に対する意見、感想や、お困りのこと。そして、
未来への願いなどは、今後の県政の質疑や政策づくりに優先的に生かしていきます。

山形県議会議員  石黒  覚
事務所●〒999-6711 山形県酒田市飛鳥234-2
Tel.Fax.● 0234-52-2862
URL.https://www.isiguro.net/ E-mail. satoru@isiguro.net

石黒覚・議員／質問
　エネルギー政策は、平成23年
3月11日の東日本大震災が政策
の転換点となりました。県は、吉
村美栄子知事の「卒原発」という
意志により、平成24年 3月に「県
エネルギー戦略」を策定。この目
標は、2030年度までに原発一基
分に相当する101.5万 kWの再
生可能エネルギーを生み出すこ
とです。平成22年度の環境省
による再生可能エネルギー導入
ポテンシャル調査によると、県の
風力における期待可採量は全国
7番目で、風力に対する期待が
大きいことがわかります。
　また、平成 29年 3月には「県
エネルギー戦略・エネルギー政
策推進プログラム」の見直しが

行われました。注目は、「洋上風
力発電の可能性の研究」が明
記されたことです。背景には、平
成 30年度末の風力発電稼働
計画が累計で8.2 万 kW、進涉
率が17.9%と進まない状況。また、
各地で洋上風力発電の議論が
高まり、実証実験などが動き出し
たことが起因したと考えられます。
　漁業振興の現地調査の際に
県漁協からは、「洋上風力発電と
漁業について、海中部分の魚礁
利用などによる新たな漁業振興
という点について期待する」と話
がありました。一方政府は、地球
温暖化対策の柱のとして、再生
可能エネルギーの「主力電源化」
を掲げた政策を展開中です。
　「県エネルギー戦略」を推進し

ていくために、洋上風力発電の
取り組みについて、環境エネル
ギ一部長に伺います。
【答弁：環境エネルギー部長】
　県は平成 30年 7月に、「県地
域協調型洋上風力発電研究・
検討会議」を設置。遊佐町の沿
岸を想定し、地域と協調した洋
上風力発電の導入に向けた研
究・検討を進めています。
　漁業者の理解については、洋
上風力発電の先進地である長
崎県五島市への視察を行った
ほか、洋上風力発電と漁業の協
調に関する研究会を設け、議論
や検討を通してイメージの共有
を図りました。その結果、県漁協
では、「促進区域」に向けて調整
を行う法定協議会への参加につ
いて、理事会に諮られます。
　地域住民の理解については、
県と遊佐町が連携し、全地区の

住民に対して検討状況を説明し
意見交換を行ったほか、遊佐町
からも、啓発チラシの配布や公民
館まつりの機会に啓発パネルの
展示などに協力いただき、地域住
民への理解が広がりました。
　系統については、規模に見
合った系統の空き容量はありませ
ん。しかし発電事業者からは、「増
強工事を行うことにより系統接続
は可能であり、費用も投資を行う
うえで妥当な金額が見込まれる」
とのことから、系統の確保に一定
の目処が立ちました。
　こうした成果が、令和元年 11
月の研究・検討会議遊佐部会で
報告され、令和元年度中にも、
法定協議会の設置を経産・国交
両省に要請することを確認。県
は地域と協調した洋上風力発電
の導入に向け、法の枠組みに基
づく新たな段階に進みます。

令和元年12月22日（日）

酒田北港にて、NPO法人庄内海浜美
化ボランティア」が中心となり、約30人
で散乱するゴミの回収活動を行いました。

庄内海浜美化ボランティア「ハタ
ハタプロジェクト」に参加（酒田市）

令和元年12月23日（月）

鳥獣被害の見える化・捕獲の効率化な
どを目指した、情報通信技術（ICT）を
活用した鳥獣被害対策システムを把握。

五島市における鳥獣被害対策に
ついて現地調査（長崎県）

令和元年12月20日（金）

道議員の皆様が、県の地域医療を知る
ために訪問。日本海総合病院にて「日本
海ヘルスケアネット」を調査していました。

北海道議会議員の皆様が
山形県を訪問（山形市）

活
動
日
誌

石
黒
さ
と
る

代表質問

「県エネルギー戦略」を推進するための
洋上風力発電の導入に向けた現状について
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総務常任委員会

石黒委員●防衛省の調査不備によ
り、秋田県では大変な問題になって
います。配備に6,000億円もかけて、
大気圏外で撃ち落とす必要がある
のか疑問です。私は、「イージス・ア
ショア」は不要だと思います。遊佐
町が、当該調査の対象地のひとつ
であったようですが、防衛省からは
どのような説明がありましたか。
防災くらし安心部次長●防衛省か
らは、公表した調査結果に誤りが

あり再調査を行うこと、調査対象に
県内4カ所の国有地が含まれてい
ることを聞いています。それ以上は
説明がありません。秋田市の新屋
演習場への配備計画を取りやめる
との報道があり、防衛局に確認し
たところ、新屋演習場や弘前演習
場のほか国内18カ所について、令
和2年3月まで再調査を行ってい
るところであり、報道のような事実
はないとの回答です。また、官房

長官の記者会見でも、現段階で何
らかの方針を決定した事実はなく、
新屋演習場への配備を断念した
事実もないとの発言もあります。引
き続き情報収集に努めていきます。
石黒委員●知事の記者会見で、県
での再調査は「いたしかたないの
かな」と発言しています。また、政
府幹部の話として、住民感情を考
えると新屋演習場は適地ではない
との報道もありました。県と しての
対応はどう考えていますか。

防災くらし安心部次長●知事の発
言は、「調査に誤りがあったのだか
ら、再調査はいたしかたない」とい
う趣旨です。また、次の記者会見
では、県が調査対象に入っている
ことに少し驚いたこと、仮定の話に
は答えられないが、地域の意見が
大切であることも発言しています。
引き続き、政府の動向を注視します。
石黒委員●外交で道筋をつけるこ
とが大切だと思います。全国知事
会や議長会での議論が必要です。

地上配備型迎撃システム「イージス・アショア」配備計画の再調査について

所属委員会（令和2年度）

●議会運営委員会（副委員長）
●文教公安常任委員会
●予算特別委員会

山形県・令和2年度当初予算の主な事業③
農林水産部●県産農林水産・食品の付加価値向上と販路拡大の支援（農林漁業者、地域、食品製造業者などの6次産業化の取り組みへの支援など）………3億8,266.6万円
農林水産部●県産米などの生産供給体制強化に向けた支援（強い農業、担い手づくり総合支援交付金や「雪若丸」の品質の向上支援など）………4億3,600万円
農林水産部●蓄養技術などを活用した庄内浜産水産物の付加価値向上（庄内浜産水産の付加価値向上と安定供給のための蓄養モデル事業の実施など）………7,888.3万円
教育庁●教職員の働き方改革の推進（スクール・サポート・スタッフの配置や部活動指導員の配置など）………1億5,881万円
教育庁●県立高等学校校舎整備等事業（庄内総合高等学校改築、庄内中高一貫校（仮称）整備事業や県立高等学校冷房施設整備など）………8億9,952.9万円

新型コロナウイルスの相談窓口

帰国者・接触者相談センターについて

帰国者・接触者相談センターの連絡先

県と山形市の保健所に新型コロナウイルス
に関する「帰国者・接触者相談センター」を
設置しました。次の方は速やかにご相談をお
願いします。
1.風邪の症状や37.5度以上の発熱が4日
　（高齢者や基礎疾患のある方は2日）以上
　続いている方。
2.強いだるさ（倦怠感）や息苦しさ（呼吸困
　難）がある方。

帰国者・接触者相談センターでは、受診まで
の間の感染拡大を防止するために、次のよ
うな手順で受診案内を行っています。
1.保健所が症状などをお聞きし、県指定の
　医療機関と調整を行います。
2.保健所から相談者へ受診いただく医療機
　関と、受診までの注意事項をお伝えします。
3.注意事項に従って、指定の医療機関を受
　診いただきます。
4.医師が診察し、検査が必要な場合は保健
　所に依頼して検査を行います。

村山地域／村山保健所保健企画課  
Tel.● 023-627-1100

山形市／山形市保健所健康増進課  
Tel.● 023-616-7274

最上地域／最上保健所地域保健福祉課  
Tel.● 0233-29-1268

置賜地域／置賜保健所生活衛生課  
Tel.● 0238-22-3002

庄内地域／庄内保健所保健企画課  
Tel.● 0235-66-4920

居住地を担当する保健所にお電話をお願いします。

令和2年1月26日（日）

来賓挨拶では、市民の安心安全のため
に、誠心誠意を尽くす消防関係者の皆
様に、敬意と感謝を申し上げました。

酒田市消防出初式に出席。
来賓挨拶を担いました（酒田市）
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